
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

な
ど
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ヘ

の
感
染
を
防
ぐ
の
が
目
的
。
二

〇

一
三
年
四
月
に
市
町
村
が
実

施
す
る
原
則
無
料
の
定
期
接
種

と
な

っ
た
が
、
接
種
後
に
全
身

の
痛
み
な
ど
を
訴
え
る
人
が
続

き
、
国
な
ど
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
裁
判
が
各
地
で
起
こ
さ
れ

た
。
国
は
因
果
関
係
を
認
め
て

い
な
い
が
、
同
年
六
月
、
対
象

者

へ
の
積
極
的
勧
奨
は
中
止
。

当
初
７０
％
以
上
あ

っ
た
接
種
率

は
１
％
未
満
に
落
ち
込
ん
だ
。

二
年
前
、
当
時
高

一
の
長
女

（
一七
）
が

「
ぎ
り
ぎ
り
で
」
計
三

回
の
接
種
を
終
え
た
名
古
屋
市

内
の
母
親
（四
し
は

「
無
料
で
打

て
る
と
は
知
ら
な
か

っ
た
」
と

振
り
返
る
。
も
と
も
と
打
た
せ

る
気
だ
っ
た
が
、
個
別
の
通
知

が
来
な
い
た
め

「定
期
接
種
の

枠
か
ら
外
れ
た
と
思
っ
て
い

・た
」
と
言
う
。
自
費
だ
と
三
回

で
約
五
万
円
に
も
な
る
。
長
女

は
十
月
に
一
回
目
、
三
回
目
を

打
ち
終
え
た
の
は
進
級
直
前
の

三
月
末
だ
。

中
二
の
次
女
は
今
年
九
月
に

最
後
の
接
種
を
終
え
た
。
姉
妹

に
接
種
し
た
同
市
千
種
区
の
江

口
医
院
院
長
で
、
市
小
児
科
医

会
会
長
の
江
口
秀
史
さ
ん
全
ハ六）

は

「公
費
で
接
種
で
き
る
期
間

は
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
対
象

者
に
情
報
が
届
い
て
い
な
い
の

が
問
題
だ
っ
た
」
と
話
す
。
　
・

こ
う
し
た
声
が
高
ま
る
中
、

厚
労
省
の
専
門
部
会
が
会
合
を

開
き
、
中
止
さ
れ
て
い
た
積
極

的
勧
奨
の
再
開
を
認
め
た
の
は

一
日
。
多
様
な
症
状
と
接
種
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
と
評
価
し
た
。

流
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
は

世
界
で
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
を

示
す
デ
ー
タ
が
出
て
き
た
こ
と

だ
。
そ
の
一
つ
、
昨
秋
ま
と
め

ら
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研
究

は
十
～
三
十
歳
の
約
百
六
十
七

万
人
に
つ
い
て
、
接
種
と
が
ん

発
症
の
関
係
を
調
査
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
接
種
し
た
人
の
発
症

リ
ス
ク
は
、
し
な
か

っ
た
人
に

比
べ
６３
％
減
少
。
十
～
十
六
歳

で
は
８８
％
低
く
、
早
く
ワ
ク
チ

ン
を
打

つ
ほ
ど
予
防
効
果
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

厚
労
省
は
再
開

へ
の
動
き
を

少
し
ず
つ
強
め
て
き
た
。
昨
年

十
月
に
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
メ
リ

ッ
ト
と
リ
ス
ク
を
説
明

す
る
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
政
訂
。

知
ら
ず
に
無
料
の
接
種
機
会
を

逃
す
人
を
減
ら
す
た
め
、
対
象

者
に
届
け
る
よ
う
自
治
体

‐
‐
―こ
・通

知
し
た
。
子
宮
頸
が
ん
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
を

例
に

「
一
生
の
う
ち
に
な
る
人

は
ニ
ク
ラ
ス
に

一
人
ぐ
ら
い
」

「
亡
く
な
る
人
は
十
ク
ラ
ス
に

一
人
ぐ
ら
い
」
と
イ
ラ
ス
ト
付

き
で
紹
介
し
て
い
る
。

・
海
外
で
は
百
力
国
以
上
で
、

公
的
な
制
度
に
基
づ
い
て
ワ
ク

チ
ン
接
種

‐
が
行
わ
れ
て
い
る
「

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

な
で
知
ろ
う
Ｈ
Ｐ

ク
ト
」
代
表
理
事

積極的な呼び掛け再び

海外データ、有効性裏付け

国
が
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
ワ
ク
チ
ン
」
の
積
極
的
な
接
種
呼
び
掛
け
を
中
止
し
て
八
年
。
有
効

性
を
示
す
研
究
デ
ー
タ
が
相
次
い
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

厚
生
労
働
省
の
専
門
部
会
は

一
日
、
再
開
を
認
め
る
方
向
で

一
致
し
た
。

公
費
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
は
小
学
六
年
か
ら
高
校
一
年
の
女
子
で
、

半
年
で
計
三
回
の
接
種
が
必
要
。
現
在
の
高

一
の
タ
イ
ム

リ
ミ
‐ッ
ト
が
来

年
二
月
に
迫
る
中
、

（
細
川
暁
子
）

公
費
接
種
高
■
生
は
期
限
迫
る

科
医
の
稲
葉
可
奈
子
さ
ん
は
、

現
在
の
高

一
に
向
け

「
や
む
を

得
な
い
場
合
は
、
接
種
間
隔
を

縮
め
、
四
ヵ
月
ほ
ど
で
打
ち
終

え
る
方
法
も
あ
る
」
と
強
調
。

「
一．時
間
が
足‐‐り
な
い
」
と
あ

き
ら
め
ず
、
自
治
体
や
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
る
。
　

．
　
．

子 宮頸 がん  子 宮 の入 り日付近 にで きるが  :
ん。 日本 では 20～ 40代の女性を中心 に、毎年 1 :
万 1000人がかか り、 約 280り、が亡 くなる。 性交  :
渉 による HPV感 染が主な原因。性交渉経験前  :
にワクチンを接種する ことが予防の鍵 となる。 :

中
学
生
⑤
ｌｌ
名
古
屋
市
千
種
区
で



迷
続
く
接
種
率

回
復
か

厚
労
省
は
三
月
、
対
象
者
が

接
種
機
会
を
逃
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
な
ど
を

送
っ

う
か
を

七

市

町

村

に
調

よ
る
と
、
二
〇
二

〇
年
度
中
に
送

っ
た
自
治
体
は

６１

・
５
％
。

「
本
年
度
、
送
付

の
予
定
が
あ
る
」
と
し
た
の
は

７６

ｏ
４
％

と
、
さ
ら
に
増

え

た
「

「
実
施
予
定
な
し
」
は
５

・
９
％
、

「
未
定
」
は
１７

ｏ
７

％
だ

っ
た
。

津
市
は
昨
年
十
月
、
期
限
が

迫
る
高
一
に
、
今
年
七
月
に
は

中
一
～
高

一
に
案
内
を
出
し

た
。
そ
の
結
果
、　
一
九
年
度
に

ｌ
ｏ
２
％
だ
っ
た
接
種
率
が
、

二
〇
年
度
は
５
％
ま
で
増
え

た
。
加
え
て
、
昨
年
四
月
は
二

十
二
件
だ
っ
た
接
種
回
数
も
、

今
年
八
月
は
三
百
九
件
に
。
本

年
度
か
ら
送
付
を
始
め
る
名
古

屋
市
は
、
七
月
に
中
三
と
高

一
、
十
月
に
は
中
一
～
二
、
来

る

こ
と
で
接
種
機
会
を
確
保
し

て
も
ら
う
考
え
だ
。

一
方

で
、
送
付
の
予
定
が
な

い
岐
阜
県
安
八
町
の
担
当
者
は

「
国
が
積
極
的
勧
奨
を
再
開
し

て
い
な
か

っ
た
こ
と
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応

に
追

わ
れ

て
い
る
た
め
」
と
説
明
す

る
。
同
町

で
は
、
定
期
接
種
の

費
用
は
市
町
村
が
実
費
を
徴
収

す
る

こ
と
が
可
能
と
す
る
予
防

接
種
法
に
基
づ
き
、
本
人
に

一

回

千

円

の

負
担

を

求

め

て

い

る
。
こ
れ

ら
の
影
響
か
、
四
月

以
降
に
接
種
を
受
け
た
人
は
数

人
に
と
ど
ま
る
。
二
〇
年
度
は

二
人

、　
一
九
年
度
は
ゼ

ロ
だ

っ

た
。一

方

で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大

で
外
出
自
粛
が
叫
ば
れ

る
中
、
公
費
で
受
け
ら
れ
る
期

間
を
延
長
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
東
京
都
港
区
や
江
東
区

は
、
現
在

の
高

一
と
、
既
に
期

限
を
過
ぎ
た
高

二
の
年
齢
に
当

た
る
人
に

つ
い
て
は

二
三
年
三

月
末
ま

で
公
費
の
対
象
に
。
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ
や
お
知
ら
せ
を
送

る
な
ど
し

て
、
期
間
延
長
を
周

知
し
て
い
る
。

菅
内
閣
で
厚
生
労
働
副
大
臣

を
務
め
、
子
宮
頸
が
ん
で
子
宮

を
摘
出
し
た
経
験
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
必
要
性
を
訴
え
て

き
た
三
原
じ

ゅ
ん
子
参
院
議
員

に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
問
い
た
。

―
対
象
者

へ
の
情
報
提
供
は

自
治
体
に
よ

っ
て
バ
ラ
バ
ラ
。

情
報
格
差
が
生
ま
れ
て
い
る
の

で
は

。

国
が
積
極
的
勧
奨

の
再
開
を

明

言

し

て

こ

な

か

っ
た

こ
と

が
、

自

治

体

を

困

ら

せ

て
き

た
。
そ
の
結
果
、
定
期
接
種
な

の
に
（
リ
ー
フ
レ

ツ
ト
な
ど
で
）

案
内
を
も
ら

っ
て
い
る
人

と
、

い
な
い
人
が
出

て
し
ま

っ
た
。

―
積
極
的
勧
奨
再
開
に
向
け

て

の
動

き
を

ど

う

見

て

い
る

か

。ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
で
の
研
究
結

果
な
ど
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性

と
安
全
性
を
示
す

エ
ビ
デ

ン
ス

（
根
拠
）
が

こ
こ
数
年

で
出
て

き
て
お
り
、
再
開
し
な
い
理
由

は
見

つ
か
ら
な
い
。
国
民

の
理

解
も
進
み
、
風
向
き
が
変
わ

っ

た
と
感
じ
る
。
こ
れ
ま
で
自
治

体
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、

国
は
再
開
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
探

っ
て
き
た
。

私
の
子
宮
頸
が
ん
が
分
か

っ

厚生労働省が改訂 した HPVワ
クチンに関する リーフレット

_t■●I・ :|■ |,1
慾菫盛整■ま感

.I●:

年
度
以
降
は
中

に
案
内
を
す

国の方針次第 コロナで期間延長

国民の理解進み、風向き変化

子
宮
摘
出
を
経
験

三
原
じ
ゅ
ん
子
参
院
議
員

い
を
他
の
女
性
た
ち
に
は
し
て

ほ
し
く
な
い
。　
　
　
　
．

―
健
康
被
害
を
訴
え
て
国
や

製
薬
会
社
に
治
療
費
の
支
払
い

な
ど
を
求
め
る
裁
判
が
続
い
て

い
る
。
そ
う
し
た
方
た
ち
が
治
療
に

専
念
で
き
る
医
療
的
支
援
の
整

備
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
医

療
機
関
に
相
談
し
て
も
分
か
つ

て
も
ら
え
ず
、
苦
し
い
思
い
を

つ
・
打
た
な
い
は
、

護
者

に
正
し
い
情
報
を
提
供
―
プ

た
上

で
判
断
し
て
も
ら
う
こ
、

が
大
切
だ
。　
　
　
．

案内送付に地域差

|   ォンライシ取材に答える |
|   |三 原 じゆん子参院議員


